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①調査の目的：コミュニティ再生につながる具体的な活動を実施するための基礎資料とします。

●帰省者との連携のあり方を模索すること。

●上山佐地区の将来像（ビジョン）を探ること。

②調査の時期：平成24年７月配布／平成24年８月回収

③調査の対象：上山佐地区出身者で現在上山佐にお住まいでない方（中学生以上）

④調査の項目：「回答者の属性」「関係」「帰郷意向」「活動協力」「情報」の５つの項目

⑤回答者の数：38名

アンケート調査の概要

� 性別は、男性が40％、女性が60％でした。

� 帰省者の年代は、20代、30代、40代の方で７割を占めています。10代、70代の回答者は少
なく、80代以上の回答者はいませんでした。

� 居住地は、県外にお住まいの方が約44％と最も高く、次いで広瀬町内（21％）と県内安来市
外（21％） 、安来市内（13％）という結果でした。
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今回ご回答いただいた帰省者の特徴

� 居住者との関係（続柄）は、長女（38.9%)、長男（22.2%）の順で高い
結果になりました。



� 帰省頻度は、年に数回が（31%）、年に１～2回（23％）、月に1～2回
(23％）の順となっています。

� 県外にお住まいの方の帰省頻度は低い傾向にありました。
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� いずれの世代も愛着があると回答された方が半数を超え
ています。

� 特に20代、40代、60代で上山佐への愛着が強いようです。

� 上山佐への愛着と帰省頻度には、
関係がありませんでした。

上山佐との関係について

問４ 上山佐への帰省頻度は？

問５ 上山佐への愛着は？

愛着が「ある」と回答された方が８０％でした！！

問５



� 決めていない方が約半数です。
� 帰郷予定の方は25％でした。

� 性別では、男性に帰郷予定の方が多い傾
向にあります。女性は、結婚後に上山佐に
帰郷することは困難だからかもしれません。

属
性

活
動
協
力

情
報

関
係

� 親の面倒をみるため（56％）
� 生まれた場所だから（48%）
� お墓がある（20％）
� 家や農地を守るため（16％）

� 仕事があること（91%）
� 住むところがあること（33%）
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� 具体的な時期は考えていない方が54％となっています。
� 親の面倒をみるようになった時（15％）、定年後（15％）

今後の帰郷意向について

問６＆７ 上山佐に帰郷・定住する予定と理由？

問８＆９ 帰郷の条件と時期？

帰郷のための条件は・・・

こんなことを

考えてます

予定は・・・ 理由は・・・

時期は・・・



� 約８割の方から協力したいという回答をいただきました。このうち6割の方が「タイミングが合えば
協力したい」と回答しています。
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上山佐で行われる地域活動への協力について

問１０ 地域活動にどの程度協力できますか？

多くの方のご協力が見込めます

出身者上山佐地区

問１１ どのようなことであれば協力できますか？

� 各種イベントへの参加（49％）
� 各種イベントの準備等（31％）
� 親戚や近所の農作業の手伝い（34％）
� 地域の環境美化活動（20％）。

地域と一緒に出来ること 居住地で出来ること

� 上山佐産の農産物の購入（31％）
� 上山佐のPR（29％）



� 少しは知りたい（61%）
� 非常に知りたい（26%）
� まったく興味がない（11％）
� その他（3%）となっています。
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上山佐の情報について

問１２＆１４ どのような情報を知りたいですか？

上山佐の情報を知りたいですか？

� すでに情報は得ています（15%）
� 今後は希望します（26%）
� まったく興味がない（11％）
� その他（3%）となっています。

問１３ どのようにして情報を得たいですか

紙媒体（46％）、インターネット（39％）、家族など（23％）から情報を得たい！

46％

39％

� 安来市の広報（43%）
� 再生会議の広報紙（17%）
� 交流センター便り（14％）

� 上山佐地区のホームページ（46%）
� ファイスブック（14%）
� ツイッター（3％）

紙媒体

ネット

� その他（23%）
家族からの情報という回答がありました。

家族

23％

今後は・・・？



アンケート結果のまとめ

出身者上山佐地区

� 交流事業や地域協力
� 出身者との連携強化に期待。
� 近隣都市地域への情報発信。

� Ｕターン者の受け入れ
� 出身者のＵターンに賛成です（問22）。

� 家族の存在
� 上山佐への愛着があります（問５）。
� 親の面倒を見るために帰郷を予定（問7）。

� 出来るだけ協力したい
� 上山佐でのイベントに参加したい（問11）。
� 農産物等の購入で協力したい（問11)。
� 情報提供を希望します（問12）。

� 帰郷の可能性
� まだ決めていない方が多いです（問6）。
� 仕事や住居があることが前提（問8）。

※上山佐地区の方の意見は、在住者用アンケートの結果を参照しました。

� 近親者のサポート
� 近親者の訪問が、高齢世帯の安心を支

えています（問13）。

� 交流事業や地域協力
� 出身者との連携強化に期待します（問

21）。
� 近隣都市地域への情報発信を重視しま

す（問21）。


